
第
5
期
ひ
ろ
し
ま

期
ひ
ろ
し
ま
 

高
齢
者
プ
ラ
ン

高
齢
者
プ
ラ
ン
 

（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画

介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
） 

の
策
定
に
つ
い
て

の
策
定
に
つ
い
て
 

棚
多
　
里
美 

広
島
県
健
康
福
祉
局 

地
域
ケ
ア
部
長 

第
5
期
ひ
ろ
し
ま
 

高
齢
者
プ
ラ
ン
 

（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
） 

の
策
定
に
つ
い
て
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介
護
保
険
制
度
は
創
設
以
来
11
年
を
経
過
し
、

制
度
改
正
を
重
ね
る
中
で
、
介
護
の
社
会
化
が

進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
高
齢
社
会

の
更
な
る
進
展
を
踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者
ケ
ア

の
ニ
ー
ズ
の
増
大
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
や
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
な
ど

を
背
景
と
し
て
、
新
た
な
高
齢
者
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

広
島
県
で
は
、
10
年
後
を
展
望
し
、
湯
S

知
事
の
も
と
新
た
な
広
島
県
づ
く
り
を
推
し
進

め
る
た
め
、「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
昨
年
10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

将
来
に
わ
た
っ
て
『
広
島
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

住
み
、
働
い
て
良
か
っ
た
』
と
心
か
ら
思
え
る

広
島
県
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
、「
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
を
今
後
の
取

組
み
の
４
本
柱
の
一
つ
と
し
て
、
支
援
や
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま

い
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を
重
要
課
題

と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
今
年
度
策
定
予
定
の
第
５
期

ひ
ろ
し
ま
高
齢
者
プ
ラ
ン
（
介
護
保
険
事
業
支

援
計
画
）
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を

中
心
に
据
え
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
加
え
て
、
支
え
合
い
活
動
や
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
の
輪
が
広
が
る
地
域
づ
く
り

や
、
元
気
な
高
齢
者
と
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
社

会
参
画
・
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
に
も
力
を

注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、
各
市
町
に
お
い
て
地
域
の
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
課
題
を
把
握
し
、
各
市
町
の
介
護

保
険
事
業
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
日

常
生
活
圏
ニ
ー
ズ
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
私
を
含
め
県
の
職
員
が
県
内
市
町
、

介
護
保
険
事
業
者
や
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
を
訪
問
し
、
現
場
に
お
け
る
課
題
等

に
つ
い
て
幅
広
く
率
直
な
ご
意
見
を
伺
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
、「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
サ
ー
ビ

ス
」、「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
創
設
な
ど

を
内
容
と
し
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
前

提
と
な
る
改
正
介
護
保
険
法
が
、
６
月
15
日

に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
策
定
作
業
も

本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

次
期
プ
ラ
ン
は
、
貴
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振

興
会
の
み
な
さ
ん
や
、
保
険
者
で
あ
る
市
町
、

福
祉
や
医
療
関
係
者
や
県
民
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
、
み
ん
な
の
プ
ラ
ン
と
し

て
手
を
携
え
て
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

C o n t e n t s

コラム 

� 第5期ひろしま高齢者プラン 
（介護保険事業支援計画） 
の策定について／棚多 里美 

� 平成23年度第１回通常総会開催 
会員規定 
シルバーサービス振興会の今後の動き 
研修会などの参加のお願い 

� 福祉サービス第三者評価事業の新聞記事 
「介護サービス情報の公表」調査のお願い 
　インフォメーション／㈱ニチイ学館 
　　　　　　　  　㈲メディカルサービス廿日市 

� 会員企業探訪／㈲イケバヤシ 
コラム／メゾン東本浦 石田　貴和 
会員一覧 
編集後記 
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Ⅱ． 平成２２年度収支計算書 

Ⅰ． 平成２２年度事業報告 

関係団体との一層の 
関係強化に努める 

「入会金の廃止」 
入会時の入会金（１０万円）を廃止する。 

「年会費の月割制」 
年会費１２万円を入会月により月割り（１ヵ月１万円）

とする。 

「特別会員制度」 
振興会の活動と関連する職能団体等と情報交換・

協力関係を強める（年会費無料） 

「会員の特典」 
①県・市の福祉・介護等の政策動向、施策等の情報
が適時に得られる 
②異業種の事業者等との定例的な交流の機会が得
られる 
③各種研修会の優待割引参加及び会員限定研修会・
各種イベントに参加できる 

④コンサルティング、経営支援ニーズ等に対し専門
機関等への取次ぎが得られる 

⑤福祉・介護人材の紹介・斡旋等が受けられる 
⑥機関紙への広告及び研修時等の広報について、
優先的かつ無料で告知ができる 

広島県の福祉・介護人材確保事業で
ある『キャリア形成訪問指導事業』は、
事業所への講師の派遣（無料）を２４回
行い、ほぼ予定の回数を終了いたしました。
引き続きの研修要望に応えるため『キャ
リアアップ支援研修』として、講師を派遣・
開催したり、他の実施機関の紹介や『複
数事業所連携事業』の紹介等、広島県の
福祉・介護人材確保事業の活用を提案
させていただいております。 
また、広島県シルバーサービス振興会
の開催する『キャリアパス支援研修』も
好評いただき、実技や書籍の著者を招
いての研修が人気です。 
研修や広島県の福祉・介護人材確保

事業については、広島県シルバーサービ
ス振興会のホームページにて、掲載・更
新されますので、随時ご確認ください。
どうぞ、各種研修会の参加とご要望をお
寄せください。 

参加とご要望をお寄せください 

研修会など活発に 
開催されています。 
 

シルバーサービス 

　振興会の今後の動き 

●事業推進ワーキングチーム 
①会員及び新規入会予定者等から介護保険

の各種サービスをはじめ、関係するシルバー

ビジネスに関する相談に対して、これまで

の経験や情報について提供し、アドバイス

を行います（まずは、振興会事務局へご相

談ください）。 

②振興会の中長期の事業計画を策定すると

ともに、現在の事業を拡充推進します。 

●福祉フェアひろしま２０１１ 
１１月５日（土）～６（日）に、広島県健康福祉

センターの全館を会場として、福祉・介護の

啓蒙活動や介護従事者向けの研修など総合

的に開催し、併せて東日本大震災への支援

等も行います。会員の参加はもとより、一般

の方の参加、介護従事者の参加、介護就業

希望者の参加（求人説明会）のもとで多様

な催しを開催致します。 

会 員 規 定 

平
成
23
年
度
第
１
回
 

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

６
月
１７
日（
金
）
１４
時
か
ら
広
島
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
総
合
研
修
室
に

て
、
会
員
４５
名（
委
任
状
７
名
）の
参
加
に
よ
り
「
平
成
２３
年
度
第
１
回
通
常

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
２２
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
承
認

後
、
新
監
事
と
し
て
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱
広
島
支
店
長
宮
嶋
謙
次
氏
の

選
任
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
か
ら
理
事
と
し
て
就
任
い
た
だ
い
て
い
る
広
島

ガ
ス
㈱
取
締
役
常
務
執
行
役
員
の
佐
伯
正
夫
氏
の
紹
介
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

会
員
規
定
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
入
会
を
目
指
す
こ
と
と
、
関
係
団
体
と

の
協
力
関
係
を
強
め
る
観
点
か
ら
「
入
会
金
の
廃
止
（
１０
万
円
）」「
年
会
費

の
月
割
制
」「
特
別
会
員
制
度
」
の
創
設
「
会
員
の
特
典
」
な
ど
制
定
し
た
。 

報
告
事
項
と
し
て
、『
事
業
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
』
の
活
動
内
容
お
よ

び
『
福
祉
フ
ェ
ア
ひ
ろ
し
ま
２
０
１
１
』
の
開
催
に
つ
い
て
確
認
と
全
会
員

の
参
画
へ
の
要
請
が
な
さ
れ
た
。 

　　　 科　　目 
Ⅰ．事業活動収支の部 
　１．事業活動収入 
　　　会費等収入 
　　　事業収入 
　　　その他収入 
　　事業活動収入計 
　２．事業活動支出 
　　　事業費支出 
　　　管理費支出 
　　事業活動支出計 
　事業活動収支差額 
Ⅱ．投資活動収支の部 
　１．投資活動収入 
　　　特定資産取崩収入 
　　投資活動収入計 
　２．投資活動支出 
　　　特定資産取得支出 
　　　固定資産取得支出 
　　投資活動支出計 
　投資活動収支差額 
Ⅲ．予備費支出 
　　　当期収支差額 
　　　前期繰越収支差額 
　　　次期繰越収支差額 

予算額 
 
 

５,６００ 
５９,０６８ 
３３２ 

６５,０００ 
 

３５,４８５ 
２８,０９７ 
６３,５８２ 
１,４１８ 

 
 
０ 
０ 
 
０ 
０ 
０ 
０ 

５００ 
９１８ 

１２,５００ 
１３,４１８ 

決算額  
 
 

６,０２０ 
６８,７２０ 
２３０ 

７４,９７０ 
 

３０,３９９ 
３１,９１１ 
６２,３１０ 
１２,６６０ 

 
 

４,０２７ 
４,０２７ 

 
９,６６２ 
１,０２０ 
１０,６８２ 
△６,６５５ 

０ 
６,００５ 
１５,３９３ 
２１,３９８ 

差　異   
 
 

△４２０ 
△９,６５２ 
１０２ 

△９,９７０ 
 

５,０８６ 
△３,８１４ 
１,２７２ 

△１１,２４２ 
 
 

△４,０２７ 
△４,０２７ 

 
△９,６６２ 
△１,０２０ 
△１０,６８２ 
６,６５５ 
５００ 

△５,０８７ 
△２,８９３ 
△７,９８０ 

１）基幹事業実施状況 
　①　介護サービス情報公表調査 ……………… ９５２件 
　②　地域密着型サービス外部評価 …………… ９４件 
　③　第三者評価 ………………………………… １０件 
　④　介護支援専門員専門・更新研修 ……… １,１３７名 
　⑤　介護支援専門員実務従事者基礎 ………… ３２４名 
　⑥　その他研修 ……………………………… １,１３２名 

２）役員会・諸会議等の開催状況 
　①　総会２回・理事会５回開催 
　②　運営委員会３回開催 
　③　各部会７回・各委員会５回開催 
　④　講演会、異業種交流会２回開催 

小規模多機能型居宅介護 
ニチイのやわらぎ 

 「通い」から「訪問」 

そして【宿泊】まで。 

お客様の状況やご要望に応じて、 

サービス提供致します。 
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当振興会で実施中の 

「福祉サービス第三者評価事業」 
が中国新聞平成２３年４月６日の朝刊に掲載されました。 

受 審 申 込 み の 案 内  
高齢者施設（特養、老健、訪問介護、通所介護）障害者施設、保育所の受
審を受け付けております。ご希望の事業所は申込書に必要事項をご記
入の上、ＦＡＸまたは郵送で当振興会までお申し込み下さい。 
（申込書は、当振興会のホームページからダウンロードできます） 

「介護サービス情報の公表」調査に 
今年度もご協力ください。 

 
当振興会は「介護サービス情報の公表」制度の「広島県指

定調査機関」として平成２１年度から毎年、県内で約１，０００の

事業所を訪問させていただいております。 

介護サービス情報の公表制度は、平成２４年度以降について、

調査手数料や訪問調査の義務付けの廃止などが、６月１５日「介

護保険法の一部改正」の中で見直しされました。 

平成２３年度の制度実施については、国は現行制度による

実施を基本とすることを示しており、広島県では国の指針

に従い、現行どおり報告・調査・公表を実施することとなり

ました。 

「介護サービス情報の公表」制度は、「利用者本位」「高齢者

の自立支援」「利用者による選択（自己決定）」を基本理念とし、

この理念を現実のサービス利用場面において実現すること

を支援する仕組みとして、介護保険法に制定されているも

のです。この制度では、介護サービス利用者にとっては事業

所を選択する際、利用したい地域の事業所のサービス情報

を自宅に居ながらでも的確に入手することが可能となり、

介護サービス事業者にとっても、情報を公表することにより、

よりよい事業者が利用者から適切に選ばれることを通じて、

介護サービス全体の質の向上が図られています。 

事業所の皆さまには本制度の趣旨をご理解いただき、本

年８月から来年２月まで行われる調査にご協力くださいま

すようお願いいたします。 

ヴィラひまわり 適合高専賃 
高齢者専用賃貸住宅 

〒738-0034  広島県廿日市市宮内字佐原田4211-1 
TEL 0829-30-6073　FAX 0829-38-2303 
URL http://www.miyauchi.or.jp/

入居者 
募集中 

高齢者専用賃貸住宅とは 

高齢者専用賃貸住宅とは、高齢者の単身世帯や夫婦世帯など専ら高齢者
世帯に賃貸する住宅として、各都道府県に登録された賃貸住宅です。 
高齢者の方でも、安心・円滑にご入居頂けます。 

お問い合わせ  
（介護老人保健施設ひまわり内） TEL.0829-38-3111

（有）メディカルサービス廿日市 
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  

医療法人みやうちグループ 
“質の高い やすらぎ”のヘルスケア～High Quality Health Care～ 

廿日市野村病院 併設 

グループホーム 

ニチイのほほえみ 
認知症であっても、 

その人らしさをいつまでも。 

お一人おひとりの心に寄り添いながら、 

真心を込めた安心のサポートを 

お約束いたします。 

株式会社ニチイ学館 ニチイケアセンター広島東原 
広島市安佐南区東原2丁目８-12 
TEL 082-832-3020・3025　FAX 082-874-5156・082-832-3026

ニチイケアセンター 
広島東原 
7月1日 OPEN

●ウ
ォンツ

太田
川ゴ
ルフ
場 

●ポ
プラ
 

ロー
ソン
● フレ

スタ
● 

西
原
駅
 

安
芸
大
橋

アストラムライン西原駅下車徒歩10分 

 

小規模多機能型居宅介護 
ニチイのやわらぎ 

 「通い」から「訪問」 

そして【宿泊】まで。 

お客様の状況やご要望に応じて、 

サービス提供致します。 

小規模多機能型居宅介護 
ニチイのやわらぎ 

 「通い」から「訪問」 

そして【宿泊】まで。 

お客様の状況やご要望に応じて、 

サービス提供致します。 
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第
5
期
ひ
ろ
し
ま
 

高
齢
者
プ
ラ
ン
 

（
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
） 

の
策
定
に
つ
い
て
 

詳しい情報はHPをご覧ください http://www.hiroshima-silver.or.jp/

所
在
地 

広
島
県
福
山
市
草
戸
町
３-

１-

20-

101
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
４-

９
２
１-

８
８
６
７
 

設
　
立 

平
成
15
年
 

従
業
員 

約
10
名
 

有
限
会
社
イ
ケ
バ
ヤ
シ
は
、
今
年
６
月
か
ら
、
障
害
者
就
労
支
援
B
型

事
業
者
指
定
の
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
就
労
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

支
援
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
障
害
者
が
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
弁
当
を

製
造
し
て
お
り
ま
す
。
わ
き
あ
い
あ
い
と
就
労
を
し
て
お
り
、
元
気
が
出
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
・
行
動
支
援
・

移
動
（
外
出
支
援
）・
訪
問
介
護
に
伴
う
有
償
運
送
・
一
般
タ
ク
シ
ー
の
部
門

も
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
・
高
齢
者
の
相
談
に
の
り
、
訪
問
介
護
や
買
い

物
・
病
院
等
の
生
活
に
合
わ
せ
た
送
迎
を
し
て
お
り
ま
す
。
障
害
者
手
帳
の

申
請
代
行
も
承
っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
解
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
。 

当
社
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
安
心
・
安
全
・
親
切
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
住
む
人
が
笑
顔
で
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
精

一
杯
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「
介
護
、
９３
事
業
所
が
休
廃
止 

宮
城 

岩
手 

再
開
め
ど
立
た
ず
」
こ
ん
な
記
事
を
見
つ
け

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
ヶ
月
が
経
過
し
て
、
介
護
事
業
に
関
す
る
報
道
を
あ
ま
り

見
か
け
ず
心
配
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「
や
は
り
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。
広
島
か
ら
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
を
す
る
と
共
に
、「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
も
う
一
度
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
ど
も
は
、
広
島
市
南
区
の
地
に
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
社
長
以
下
、
職
員
の
「
真
心
」「
創
意
工

夫
」
の
も
と
ご
利
用
者
様
に
ご
満
足
頂
け
る
ケ
ア
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

地
元
の
幼
稚
園
児
の
訪
問
、
県
内
の
高
校
生
に
よ
る
神
楽
の
演
舞
、
ギ
タ
ー
演
奏
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、「
絆
」
を
大
事
に
し
て
お
り
ま
す
。 

国
が
創
設
し
た
介
護
保
険
導
入
後
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
多
岐
に
わ
た
る
事

業
所
が
介
護
事
業
に
参
入
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
介
護
業
界
は
活
性
化
し
、

ご
利
用
さ
れ
る
方
々
の
実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

私
が
こ
の
医
療
・
福
祉
の
世
界
に
お
世
話
に
な
っ
て
１５
年
と
い
う
月
日
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
今
で
も
好
き
な
言
葉
の
ひ
と
つ
に
、「
温
故
知
新
」
が
あ
り
ま
す
。
世
相
、
思
想
、
時

代
背
景
な
ど
変
化
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
、「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
」
や
「
た
す
け
あ
う
心
」
と
い
っ
た
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
の
会
員
企
業
の
皆
様
方
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
介
護
業
界
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

有
限
会
社 
イ
ケ
バ
ヤ
シ
 

「
絆
と
温
故
知
新
」 

広
島
県
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス 

振
興
会
会
員 

（社） 

平
成
２３
年
６
月
末 

現
在
　
４８
法
人 

会員募集中 ! （社）広島県シルバーサービス振興会 
〒734-0007 広島市南区皆実町一丁目6-29 
 

ＴＥＬ.082-254-9699　ＦＡＸ.082-254-9690 
E-mail:peqqu001@hiroshima-silver.or.jp

相
談
員
　
村
上
　
友
香
 

管
理
者
　
小
林
　
義
男
 

●
㈲
イ
ケ
バ
ヤ
シ
　
●
㈲
石
丸
商
会 

●
医
療
法
人
せ
の
が
わ 

瀬
野
川
病
院 

●
因
の
島
ガ
ス
㈱
　
●
㈱
ウ
ェ
ル
ウ
ェ
ル 

●
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
介
護
サ
ー
ビ
ス 

●
㈱
大
之
木
ダ
イ
モ
　
●
㈱
オ
ム
エ
ル 

●
㈲
ケ
ア
ネ
ッ
ト
広
島
　
●
㈲
ケ
ア
メ
イ
ト
お
お
は
ら 

●
コ
ー
プ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ひ
ろ
し
ま
㈱ 

●
サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル
ビ
ィ
㈱ 

●
生
活
協
同
組
合
ひ
ろ
し
ま
　
●
成
和
産
業
㈱ 

●
中
国
エ
ン
ゼ
ル
㈱
　
●
中
国
ク
リ
ー
ナ
ー
㈱ 

●
中
国
電
力
㈱
　
●
㈲
日
基
リ
ー
ス 

●
㈱
ニ
チ
イ
学
館 

広
島
支
店
　
●
㈱
ニ
ッ
ク
ス 

●
日
本
基
準
寝
具
㈱
　
●
㈱
ネ
ク
サ
ス 

●
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱ 

広
島
支
店  

●
㈱
は
る
か
ぜ 

●
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会 

●
㈱
広
島
福
祉
サ
ー
ビ
ス
　
●
㈲
美
泉 

●
㈱
ビ
ー
・
ス
マ
イ
ル
　
●
深
川
医
療
器
㈱ 

●
㈱
ふ
じ
ハ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス  

●
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
三
誠 

●
㈲
プ
ロ
ス
パ
　
●
㈱
松
広
　
●
㈲
メ
ゾ
ン
東
本
浦 

●
㈲
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
廿
日
市
　
●
㈱
モ
ル
テ
ン 

●
㈱
菱
和
メ
デ
ィ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
中
国 

３７
法
人 

【
介
護
・
医
療
福
祉
・
建
設
・
設
計
関
連
部
会
】 

●
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン 

広
島
支
店 

●
㈱
タ
カ
ト
ー
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア 

●
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱ 

中
国
・
四
国
本
部 

●
㈱
中
本
本
店
　
●
西
日
本
電
信
電
話
㈱ 

広
島
支
店 

●
日
本
興
亜
損
害
保
険
㈱ 

広
島
支
店 

●
広
島
ガ
ス
㈱ 
●
㈱
広
島
銀
行 

●
広
島
信
用
金
庫
　
●
㈱
マ
イ
テ
ィ
ネ
ッ
ト 

●
㈱
も
み
じ
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

１１
法
人 

【
生
活
余
暇
・
情
報
・
金
融
・
保
険
関
連
部
会
】 

編 集 後 記  （社）広島県シルバーサービス振興会　広報委員会 副委員長 参与　島田　正康 

もう少しで本格的な夏を迎えますが夏といえ
ば『花火大会』が開かれますがよく「たまや～」
とか「かぎや～」と掛け声をされる方がいます。
そのルーツをご存知ですか。享保１８年（１７３３年）
に両国の大川（現在の隅田川）にて川開き花火
大会（隅田川花火大会の原型）を開催しました。
そこで活躍したのが花火師、鍵屋六代目弥兵衛
です。もともと「鍵屋」は葦（アシ）の管に火薬
を詰めて星が飛び出す花火を開発し、商才もあっ

て花火市場をほぼ独占していました。しかし、花
火が火事の原因になるため町中では花火禁止令
が出され、隅田川の花火だけが許されます。文
化５年（１８０８年）「鍵屋」番頭の静七が暖簾分け
をし、両国吉川町で玉屋市兵衛を名乗ります。や
がて川の上流を「玉屋」、下流を「鍵屋」が担当し、
二大花火師の競演となり、これを応援するため
の掛け声が「たまや～」「かぎや～」だったのです。
「鍵屋」の弟子で後発の「玉屋」。しかも火事を

起こして追放されてしまった「玉屋」。しかし、現
役のころから「たまや～」の掛け声のほうが多く、
その後も掛け声の代名詞として現在に至るのは
なぜでしょう？ ひとつは花火の技術が勝っていた
こと、もうひとつは、語呂が良いので掛け声を掛
けやすかったこと、そして、江戸っ子気質がそう
させたらしいです。この夏は、たった一代で花火
のように消えた玉屋を思いつつ、声をかけてみ
ようと思います。 

総括本部長 

石田　貴和 さん 

介護付有料老人ホーム 
メゾン東本浦 

コラム 
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